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 ★被災地等を支援する  【 JOSOたす けあい基金】   は注文番号  5 0 0 2 5 3   1口500円にて毎週受け付けて  います。ご協力よろしくお願い致します。 

 ★  関東子ども健康調査支援基金【 寄付】   　注文番号：  5 0 0 2 5 2   　1口1000円～　にて毎週受け付けてい  ます。ご協力よろしくお願い致します。 

 ★  東海第二原発差止訴訟基金【 寄付】   　注文番号：  5 0 0 2 5 1   　1口500円にて毎週受け付けていますご協  力お願い致します。 

 ★  JOSO脱プラ基金  は注文番号：  5 0 0 2 5 4   　1口500円にて毎週受け付けていますご協力お願い致しま  す。 

 2022-23年度活動テーマ（案）「  つくると食べるでつながろう　～私たちの地産地消～  」 

 ＼スラムに暮らす⼦どもたちの⾃⽴⽀援にご協⼒下さい／ 

 ⾐類･⽑布･バッグなどの回収のお知らせ 

    常総生協ではNPO法人JFSA（日本ファイバーリサイクル連帯 
 協議会）との連帯活動として、  貧困により教育を受けられない子ど 
 もたちのために、パキスタンのカラチ市のスラムに作られた学校と 
 の支援事業において、  組合員の皆さんから回収した古着  などを 
 活用しています。 
 　  コロナ禍以降のパキスタンへのコンテナ海上運賃の急騰、パキ 
 スタン政府による輸入規制の強化、また、パキスタンでは利益を 
 出せない女性物衣類の活用という課題を解決し、連帯事業の利 
 益を生み出すために、タイへの古着輸出に取り組み始めていま 
 す。  4月26日に開催されたJFSA活動報告会では、タイ現地とムサ 
 ヒル校長とオンラインでつながり、その様子を伺うことができまし 
 た。 

 ★タイ現地より 
 タイには日本からも多くの古着が輸出されており、パキスタン同様 
 に国内消費だけではなく 
 、各国への中継地としての役割も担っています。3月に、タイへ向 
 けてコンテナが到着しており、日本からの海上輸送において、距 
 離が短い分、パキスタンより輸送費が抑えられる事がわかりまし 
 た。また、隣国との国境付近にマーケットが多く存在し、港につい 
 た衣類を、陸路でトラック輸送することも含め、これからもいくつか 
 のマーケットを検討する予定だそうです。 

 ★ムサヒル校長より 
 パキスタン大洪水では、多くの家がなくなり、仮設住宅などの支 
 援もありません。そのため、被災復興支援として、被災者が住める 

 家屋建築に取り組んでいます。アル・カイールアカデミーでは  シ 
 ンド州ダドゥ地区ブンド村の人々の暮らし再建に  生徒もこの支援に 
 関わり活動を継続しています。今回、  パキスタン洪水被災者支援 
 カンパ協力の呼びかけがありました。  今回は衣類の回収期間中、 
 「JOSOたすけあい基金　５００２５３番」  でこの支援に対するカ 
 ンパを募ります。併せてご協力お願いします。 

 ＜カンパ金の使徒＞ 
 １． シンド州ダドゥ地区ブンド村の家屋の建設費用（資材費、労賃 
 など） 
 ２． 支援活動を行うためにアル・カイールアカデミーが現地を訪 
 問する経費（生徒、スタッフの被災地訪問、滞在の費用など） 
 ３． JFSA事務局の被災地訪問の経費（パキスタン派遣中に実 
 施）、カンパ金を集めるための事務経費（ニュース発行（※単独の 
 場合）の印刷代・封筒代・郵送費） 
 できるだけの支援をしたいと考えています。ご協力をお願い 
 致します。 
 ※この社会活動は、古着を集めるだけではなく、回収した古着の 
 分別のボランティアや、パキスタン・タイへ輸送するためのコンテ 
 ナ積み込み作業までかかわるところまでが一連の支援となります 
 が、分別・積み込みボランティアは、コロナウイルスの対応により 
 呼びかけを自粛しておりました。今後、組合員の皆様に呼びかけ 
 てまいりますので、その際はぜひご参加をお願いします。 

 〇受付期間：  2023年7月17日（月）～8月25日（金） 
 　　　※ただし、  変則供給時（8/16～8/18）を除く 

 〇梱包方法 
 ●  シーツなどの大きい布で包むか、ゴミ袋などのビニール 

 袋（二重にして）や紙袋、大きめのバッグなどに入れ、ヒ 
 モで十文字に縛ってください。段ボール箱は使わない 
 で下さい（保管場所の問題があります）。 

 ●  包装は簡単にお願いします。 

 〇回収方法  　 
 1)   供給便での回収 

 ※次ページに続きます。 

 2023年7月の予定 

 〇生協基幹運営/地域活動・催し●  〇提携・協同・連帯企画● 

 〇「常総っ子応援団」ゴンタで遊ぼうin流星台プレイパーク 
 毎週木曜日に外遊び活動をしています。 

 ・7/8（土）どんぐりてい大豆たねまき 
 ・7/22（土）鎌倉ハムウインナーづくり講習会 
 ・7/26（水）定例理事会、脱原発とくらし見直し委員会 
 ・7/28（金）東海第二原発差止訴訟　報告会 

 ・7/10（月）、7/11（火）あいコープみやぎ拡大交流会 
 ・7/11（火）東海第二原発差止訴訟　控訴審 
 ・7/14（金）、15（土）NW21生協　総会　@常総生協 
 ・7/28（金）、29（土）NW21生協　総務担当者会議 



 a)  あまりにも大きい量（衣装ケース1つ分位の 
 量）の場合は事前に生協へご連絡下さい。配 
 達中に持っていけない場合は別便を立てて 
 回収していくように致します。 

 2)   生協本部（守谷）、戸頭店に持参する。 
 a)  生協本部、戸頭店→月〜土の10：00〜17：00 

 でお預かりします。 
 3)  JFSAに送付する。  ※送付の場合は下記へお願いし 

 ます。 

 〇送付先 
 〒277-0813　千葉県柏市大室176-1　℡：04-7110-0984 
 NPO法人JFSA東葛センター・常総生協　係 

 問い合わせ先： 
 千葉市中央区都町3-14-10　℡・Fax：043-234-1206（9時～19時 
 木曜定休） 
 メール：  jfsa@f3.dion.ne.jp  　ホームページ：  https://jfsa.jpn.org 
 ※郵便、宅配便でお送りください（配達時間の指定は必要ありま 

 せん）。JFSAまでの送料はご負担ください。 
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 茨城県県生活文化課からのお知らせ 

 2023度　常総生協  第1回理事会 開催報告 

 開催日時：2023年6月28日（水）10：00-12：00 
 開催場所：常総生活協同組合　2F組合員活動室 
 （オンライン参加も可） 

 （議案事項） 
 【第1号議案】役員報酬の件　 
 【第2号議案】総代会振り返りの件 
 【第3号議案】夏季賞与支給の件 
 【第4号議案】  ハンガー・フリーワールドへ支援の件 

 【第5号議案】生協まつり開催・運営の件 

 （報告事項） 
 ①5月決算、6月事業報告 
 ②活動報告 
 ③その他 

 　今回の総代会では、議案によっては否認者も多 
 かった事もあり、7月中に今回の事前質問並びに、 
 当日質問の内容をまとめ、全体の総括をしたもの 
 を作成し、総代さんへ開催報告として配布していく 
 事にします。 
 　総代さん以外でも要望があれば議案書と開催報 
 告書をお渡ししますので、供給担当、組合員問い 
 合わせフォーム、お電話等でお問い合わせ下さ 
 い。 
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 組合員・⽣産者・職員のひろば 

 ★松永さんの甘夏美味しかったです 

 松永さんの甘夏　苦み少なくさわやかな甘さ 

 でとても美味しかったです　来年も楽しみで 

 す。（つくば市・Yさん） 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 静岡県・由比の松永さんからメッセージを頂きま 

 したのでご紹介致します。（農産担当柿崎） 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  静岡の松永農園です。 

  今年は寒波の影響でレモンは早仕舞いに 
 なり、ビワは出荷不能になってしまい、組 
 合員の皆様にも職員の⽅々にもご⼼配をお 
 掛けしました。 

  ⾃然災害は台⾵の様に騒々しくやって来 
 る物もあれば、寒波の様に静かに訪れる物 
 もありますが、いつの時も唐突に、また無 
 慈悲にやって来ます。そして何事も無かっ 
 たかの様に季節は移って⾏きます。今、寒 
 波など忘れた様な暑い夏を迎えつつありま 
 す。 

  レモンは柑橘類の中ではややトロピカル 
 な部類に⼊ります。寒さに弱い品種で何割 
 かは、枯れないまでもダメージが残る⽊も 
 あります。ライムの様に枯れた⽊が出な 
 かっただけ良かったと思います。 
  今年産のレモンは影響が残るため、少し 
 減産になるかと思いますが今後回復に務め 
 たいと思います。 

  今年も⻑期間に渡り⽢夏を扱っていただ 
 き、ありがとうございました。⼀⽣懸命販 
 売に⼒を⼊れて下さった職員の⽅々、それ 
 に答えてくださり、買い⽀えて頂いた組合 
 員の皆様、この場を借りて改めてお礼を申 
 し上げます。 

  有⾔、無⾔の温かいエールをたくさん感 
 じられた事は、今後の私達の励みになりま 
 す。 
   
  巡りゆく季節の中、レモンの出荷時期を 
 迎えられる事を願いつつ、草刈りに汗を流 
 したいと思います。改めて、ありがとうご 
 ざいました。 

 　　　　　　　　　　　　　　　　松永さんご一家 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ★鈴木牧場の牛乳をご利用の皆様 

 へお願いです。 
 　いつもご利用ありがとうございます。ビンの返 

 却にもご協力いただき感謝申し上げます。 

 　本日は改めてお願いがあります。 

 ビンはなるべくきれいにしてご返却ください。 

 　実は、最近汚れが目立つビンが多く、供給担 

 当段階では、センターに帰って来てから汚れの 

 目立つビンは洗い直します。 

 　また、鈴木牧場でも３回の洗浄と滅菌をして徹 

 底的に洗いますが、汚れのひどいビンは洗浄に 

 とても時間がかかります。酷い場合は処分せざ 

 るを得ない場合もあります。 

 　一番助かるのは、組合員のご自宅で  汚れがこ 

 びり付かないうちにお湯で洗っていただくこと 

 です。 

 　組合員皆さんのご協力無くしてはこのリユース 

 は成り立ちませんので、ぜひご協力の程よろしく 

 お願い申し上げます。（牛乳担当柿崎） 
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